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1．環境経営方針 

 

株式会社 西鉄グリーン土木 

 

環境経営方針 

 

 

『環境において“あんしん”と“かいてき”を提供しつづけ、地域および社会とともに

歩み、ともに発展します。』 

 

その実現のため、下記事項に積極的に取組み、環境経営の継続的改善を実施します。 

 

１．環境法令を順守する 

２．地球温暖化防止に寄与する 

３．省資源・省エネルギーを推進する 

４．廃棄物のリサイクルを推進する 

５．節水活動を推進する 

 

 

制定：2 0 0 7 年 5 月 1 日 

改訂：2 0 2 2 年 6 月 1 日 

 

 

代表取締役 岡村 卓也 
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2．組織概要        

事業所名 株式会社 西鉄グリーン土木 

代表者名 代表取締役  岡村 卓也 

 

所在地 

本社 〒810-0041 

福岡県福岡市中央区大名一丁目 4番 1号 

久留米事業所 〒830-0003 

福岡県久留米市東櫛原町 81番地 4 

熊本営業所 〒861-2102 

熊本県熊本市東区沼山津四丁目 2番 12号 

大濠・西公園管理事務所 

[福岡県指定管理施設] 
指定期間 R4.4.1～R9.3.31 

〒810-0051 

福岡県福岡市中央区大濠公園 1-2 

 

福岡営業所 〒812-0053 

福岡県福岡市東区箱崎七丁目 1番 124号 

北九州営業所 〒803-0801 

福岡県北九州市小倉北区西港町 61-20 

環境管理責任者 

事務局 

連絡先 

責任者 

担当者 

取締役   井上 慶一 

   諸富 英恵 

Tel：092-720-6820   Fax：092-720-6821   ｅ-ｍａｉｌ：morodomi@ngd.nnr.co.jp 

 

事業活動 

◎土木、建築、管、解体工事  

◎基礎工事（エポコラム工法他）  

◎造園、緑化工事、公園管理（公園整備工事、屋上緑化他）  

◎グリーンリース（貸鉢業）  

 

◎建設資材販売 

◎建設機械レンタル 

◎負荷試験 

◎路面清掃  

◎しゅんせつ、清掃（河川・水路・側溝・溜池等）  

◎下水道管路施設維持管理（高圧洗浄・TVカメラ調査・管更生工事・流量調査）  

◎産業廃棄物の収集運搬   

 

許可内容 

国土交通大臣 許可（特-1）第 23183号 
土木工事業、建築工事業、とび・土工工事業、鋼構造物工事業、ほ装工事業、 

しゅんせつ工事業、塗装工事業、防水工事業、内装仕上工事業、造園工事業、 

水道施設工事業、解体工事業 

産業廃棄物収集運搬業他･･･別紙「付表」有 

事業の規模 設立 

資本金 

昭和 51年 12月 

8,400万円 

※オレンジ範囲は 2022年拡大審査予定 

 

 

２０２２年４月１日

現在 

福岡営業所 

 

北九州営業所 

◎建設資材販売 

◎建設機械レンタル・販売 

◎負荷試験 
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事業年度毎の実績 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 

売上高     （万円） 299,375 284,463 801,559 500,534 214,453 

従業員数    （人） 89 91 96 98 99 

      

受注した産業廃棄物収集運搬量 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 

燃え殻 0 0 0 0 0 

汚泥 407.28 361.85 296.17 457.11 293.14 

廃油 0 0 0 0 0 

廃プラスチック 10.53 13.62 8.40 1.85 8.29 

金属屑 2.09 6.33 6.55 5.53 3.50 

ガラス屑等 20.68 39.82 10.44 3.37 0 

紙屑 0 0 0 0.15 0 

木屑 67.16 56.85 46.18 2.26 16.88 

がれき類 0 0 0 0 29.50 

動植物性残さ 0 0 0 0 0 

ゴム屑 0 0 0 0 0 

鉱さい 0 0 0 0 0 

繊維くず 0 0 0 0 0 

合計       （ｔ） 507.75 478.47 367.75 470.27 351.31 
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3．実施体制及び役割 

従業員数　９９名

※オレンジ範囲は2022年拡大審査予定社 長
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4

環境管理責任者

EA21事務局

 
 

 役     割 

 

社長 

・経営における課題とチャンスを整理し、明確にする。 

・実施体制を構築し、役割・責任及び権限を定め従業員に周知し、経営資源を用

意する。 

・環境経営方針、環境経営目標、実施体制について見直しを行い、その改善を

指示する。 

環境管理責任者 
・環境経営システムを構築し、運用する。その状況を社長に報告し、全体を把握

する。 

事務局 
・環境管理責任者の補佐 

・EA21文書及び記録類の作成・維持・管理を行う。 

部長 
・自部署における環境経営システムの実施。 

・自部署の問題点の発見、是正、予防処置を行う。 

全従業員 
・環境方針を理解し、環境への取組みの重要性を自覚する。 

・決められたことを守り、自主的、積極的に環境活動へ参加する。 

 

認証・登録範囲 

事業活動 土木工事、建築工事、とび・土工工事、造園工事、舗装工事、塗装工事、 

水道設備工事、産業廃棄物収集運搬業、指定管理施設の運営、道路清掃業 

対象事業所 本社、久留米事業所、熊本営業所 

 

拡大する事業活動 4 頁オレンジ部分 

拡大する組織  6 頁オレンジ部分 



 

7 

 

 

4．環境経営目標と環境経営計画   

    ①CO2削減 

環境経営目標 2030年までに CO2排出量を 2019年度排出量より１９％削減 
 

環境経営計画   

2021年度   カーボンニュートラルの勉強会実施 

  2022年度   車両代替時の HV、EV導入推進、コピー用紙削減に向けた電子化検討 

2023年度～ 環境配慮大型車（例：水素燃料等）への代替に向けた資金留保と情報収集 
 

2030年度までにＣＯ２排出量を「2019年度比１９％削減」を実現することは、これまでの削減取り組

みの延長では達成困難であるため、2019 年度の CO２排出量を維持する目標へ変更するが、引続

き電気自動車等の技術革新に目を向け、将来投資に備える。 

環境経営計画（P12 記載）は継続しつつ、環境経営目標の数値は実績値の監視とし、取り組み内

容と結果の関連性について把握していく。 
 

    ②廃棄物リサイクルの推進 

    廃棄物リサイクル率 90％以上の維持 

5．次年度の環境経営目標及び環境経営計画           

①CO2削減 

環境経営目標 2019年度を基準に、CO2排出量を維持する 
年度 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 目標値 

CO2 

排出量 
286 283 290          285 

目標値 285 285 285 285 285 285 285 285 285 285 285 285 285 

評価 × 〇 ×           

環境経営計画は継続しつつ、環境経営目標の数値は実績値の監視とする。 

②廃棄物リサイクルの推進 

環境経営目標 廃棄物リサイクル率 90％以上の維持 

年度 2020 2021 2022 2026 2029 目標値 

全排出量 2149.360 3556.348     

リサイクル料 1985.070 3431.728     

リサイクル率 92％ 96％     

目標値 90％ 90％ 90％ 90％ 90％ 90％ 

評価 〇 〇     

 

○EA21委員会の開催： 年 2回（原則 6月、12月開催） 

・数値状況の共有と原因把握 

・勉強会（カーボンニュートラルについて） 

・意見交換の機会 

【拡大審査に向けてのスケジュール】 

2019年度・・・数値を把握 

2020年度・・・目標を設定し、運用 

2022年度・・・2017年度版への移行、拡大審査 
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6.環境経営計画に基づき実施した取組み内容 

 

①  改善気付き見回り隊訪問実施 年 4回 

↓ 

          2回実施（下記一部抜粋あり） 

 

② EA21委員会の開催 年 2回（原則 5月、11月開催） 

↓ 

1回開催 カーボンニュートラルの勉強会実施（2021年 6月 24日） 

 

 
改善気付き見回り隊実施報告より一部抜粋 

 

2021年 7月 27日 春日市平田台五丁目宅地造成工事 現場 

〇アピールポイント 

・現場内も現場事務所内も、整理整頓が行き届き、ゴミの分別もしっかりとなされている。 

・協力会社の詰所に日陰を作り、涼風が入る工夫がされていた。 

・春日市のシンボルであるナギノキが植樹されてあるのもよい。 

・周辺が住宅街なので、日頃から近隣住民とのコミュニケーションを大事にする等、近隣住

民への対策に配慮されている。 

△改善気づき 

・過酷な暑さの為、もっと現場に日陰を作った方がよいと感じた。 

・全体が殺風景な印象もあり、現場入口付近等に草花が入ったプランターを置くなど彩りが

あってもよいと思う。 

2021年 9月 22日 西公園 

〇アピールポイント 

・丘陵地に位置する歴史ある風致公園で、自然が豊かで緑も多く魅力がある。 

・目立ったゴミがなく管理が行き届いている。要所要所に清掃道具が置かれており、気づい

た時にいつでも対応できる工夫がなされている。 

△改善気づき 

・樹木が多いだけに落ち葉清掃が大変なのでは？環境部所有の作業車で道路を路面清

掃すれば、落ち葉による転倒防止等の対策が出来ると思う。 

・広くて迷子になったという声があった。現在地を示す案内板等がもっとあった方がよい。 
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省資源化・省エネルギー化を目指して、社員一同積極的に環境問題に取り組んでいます。 

 

古紙の分別 

ゴミとして捨てられた紙が再び資源として蘇る

よう、段ボール・新聞・本・雑かみ・コピー用紙

に分別しています。 

使用済み切手の再利用 

使用済み切手を郵便局へ届けて、車いすの

寄付に貢献しています。 

 

  

近隣住民やボランティア団体等と協働した清掃活動、環境保全・地域貢献活動を行っています。 

大濠公園清掃活動（毎月 1回） 西公園清掃活動（毎月１回） 

  

薬院新川巡視（毎月１回）  ペットボトルを再利用した風鈴づくりイベント 

（2021年 7月） 
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環境への負荷の状況 

 

数値実績 

電力：kwh 本社
久留米
事業所

福岡
営業所

北九州
営業所

大濠・西
公園

ｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨ
中央公園

作業現場 合計
ｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨ中央公園

除いた合計

2019年度 14,471 36,654 74,154 24,167 659,413 325,331 1,473 1,135,663 810,332

2020年度 14,949 20,741 82,608 19,927 580,812 351,563 2,230 1,072,830 721,267

2021年度 15,219 23,990 82,476 23,262 533,499 ― 4,009 682,454 682,454

ガソリン：L 本社
久留米
事業所

福岡
営業所

北九州
営業所

大濠・西
公園

ｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨ
中央公園

作業現場 合計
ｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨ中央公園

除いた合計

2019年度 15,028.50 4,314.40 5,942.49 2,149.42 3,442.55 1,280.54 5,136.07 37,293.97 36,013.43

2020年度 12,630.56 2,782.85 5,873.04 2,173.58 3,365.64 1,145.76 9,537.45 37,508.88 36,363.12

2021年度 14,336.29 2,893.74 5,312.95 1,882.59 3,763.58 ― 12,440.19 40,629.34 40,629.34

軽油：L 本社
久留米
事業所

福岡
営業所

北九州
営業所

大濠・西
公園

ｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨ
中央公園

作業現場 合計
ｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨ中央公園

除いた合計

2019年度 ― ― 8,805.82 6,135.65 95.05 343.76 49,221.35 64,601.63 64,257.87

2020年度 ― ― 8,623.10 2,243.96 72.16 420.43 50,887.24 62,246.89 61,826.46

2021年度 ― ― 8,609.81 1,814.44 53.52 ― 49,149.15 59,626.92 59,626.92

LPガス：ｍ³ 本社
久留米
事業所

福岡
営業所

北九州
営業所

大濠・西
公園

ｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨ
中央公園

作業現場 合計
ｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨ中央公園

除いた合計

2019年度 ― 84.50 ― 12.80 ― ― 0.00 97.30 97.30

2020年度 ― 83.70 ― 12.10 ― ― 3.00 98.80 98.80

2021年度 ― 103.20 ― 12.10 ― ― 4.40 119.70 119.70

都市ガス：ｍ³ 本社
久留米
事業所

福岡
営業所

北九州
営業所

大濠・西
公園

ｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨ
中央公園

作業現場 合計
ｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨ中央公園

除いた合計

2019年度 ― ― ― ― ― 44,854.00 ― 44,854.00 ―

2020年度 ― ― ― ― ― 41,141.00 ― 41,141.00 ―

2021年度 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

 

上水：ｍ³ 本社
久留米
事業所

福岡
営業所

北九州
営業所

大濠・西
公園

ｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨ
中央公園

作業現場 合計
ｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨ中央公園

除いた合計

2019年度 ― 659.00 157.00 192.00 11,373.00 5,573.00 12.00 17,966.00 12,393.00

2020年度 ― 674.00 198.00 139.00 11,112.00 6,307.00 16.00 18,446.00 12,139.00

2021年度 ― 783.00 326.00 125.00 10,564.00 ― 33.00 11,831.00 11,831.00

産業廃棄物：
ｔ

本社
久留米
事業所

福岡
営業所

北九州
営業所

大濠・西
公園

ｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨ
中央公園

作業現場 合計
ｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨ中央公園

除いた合計

2019年度 ― 2.30 2.10 0.50 171.70 ― 3,117.20 3,293.80 3,293.80

2020年度 ― 5.27 2.66 0.99 218.76 ― 1,901.58 2,129.27 2,129.27

2021年度 ― 1.30 3.74 1.59 162.93 ― 3,386.79 3,556.35 3,556.35
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2019年度との全体比較 

電力 ガソリン 軽油 LPガス 都市ガス CO2排出量 上水 産業廃棄物 

↘ ↗ ↘ ↗ ↘ ↘ ↘ ↗ 
 

2019年度との全体比較（ｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨ中央公園を除いた合計で比較） 

電力 ガソリン 軽油 LPガス 都市ガス CO2排出量 上水 産業廃棄物 

↘ ↗ ↘ ↗ － ↘ ↘ ↗ 
 

 

【電力】 新型コロナ感染防止対策によるエアコン電気使用量の増加や道路巡視業務拡大に伴う詰所新規開設により、

本社や福岡営業所・作業現場で電気量が増えた。 

 

 

【ガソリン】 道路巡視業務の路線拡大で作業車 2 台増車の影響により、作業現場でのガソリン使用量が増えた。又、

大濠公園で使用している小型特殊運搬車を軽油仕様からガソリン仕様に代替したため、使用量が増えた。 

 

 

【LP ガス】 久留米事業所は業務量に伴い人員が増え、シャワーとガスの使用量に影響したものと考えられる。作業

現場は道路巡視業務拡大に伴い詰所を新規開設したため。 

 

 

【CO2 排出量】 道路巡視業務拡大に伴う増加要因（作業車２台増、詰所新規開設）があった一方で、久留米事業所

は主に 2 階のみ使用する体制としたこと、北九州営業所では省エネタイプ複合機へ代替など、対策に努めた結果

CO2削減ができた。 

 

 

【上水】 業務量の増加により、洗濯・シャワー・機械の清掃での水使用量が久留米事業所・福岡営業所・作業現場で

増加した一方で、大濠公園内での潅水に雨水タンクの活用による節水に加え、新型コロナウイルスの影響により、毎

年行っていたひまわり育成などのイベントなどが中止されたこともあり削減できた。 
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環境経営計画及び取組結果とその評価  

部門 活動計画 結果と評価 

１．二酸化炭素排出量削減のための取組 

【電気】 

本社 

久留米事業所 

福岡営業所 

北九州営業所 

大濠・西公園 

作業現場 

①昼休みは消灯する。 

②不在部署は消灯する。 

③通年、オフィスカジュアルを実施。 

④こまめにスイッチを切る。（エアコン・電灯・パソコン） 

①②④は概ね実施できたが、より意識的

に取り組むよう周知、啓発を行いたい。 

③通年オフィスカジュアルが浸透し、電気

使用量削減に繋がった。 

 

【ガス】 

久留米事業所 

北九州営業所 

作業現場 

・適切に使用する。 久留米事業所はシャワー利用による必要

最低限の使用と判断。 

 

【ガソリン】 

本社 

久留米事業所 

福岡営業所 

北九州営業所 

大濠・西公園 

作業現場 

①公共交通機関の利用を促進する。 

②アイドリングストップを励行する。 

③急加速を抑制する。 

④車内冷暖房を控え目に設定し、使用する。 

⑤エコドライブの教育を実施する。 

 

①は必要器具の持参等により難しい状況

もあるが、打合せのみ等は実施している。 

②～⑤は啓発により取組みの強化を行い

たい。 

【軽油】 

福岡営業所 

北九州営業所 

大濠・西公園 

作業現場 

①公共交通機関の利用を促進する。 

②アイドリングストップを励行する。 

③急加速を抑制する。 

④車内冷暖房を控え目に設定し、使用する。 

⑤エコドライブの教育を実施する。 

上記に同じ 

２．総排水量削減のための取組 

久留米事業所 

福岡営業所 

北九州営業所 

大濠・西公園 

作業現場 

①節水コマを設置する。 

②流しっ放しにしない。 

 

①については実施済（久留米事業所） 

②は各所節水意識を持って取り組んでい

ると判断。久留米事業所の洗濯機につい

ては節水型導入を検討したい。 

３．廃棄物排出量削減のための取組 

久留米 

福岡営業所 

北九州営業所 

大濠・西公園 

作業現場 

・裏紙使用を徹底する。 

・両面印刷を励行する。 

・印刷プレビューを活用し、印刷ミスを防止する。 

・社内資料の電子データ化を勧める。 

・現場での再利用に努める。 

・排出前に水切りする。 

現場での排出量削減は状況にもよるが、

社内も現場も各社員の取組み意識による

ため、継続して啓発活動を実施したい。現

場では施工計画書段階での計画、安全パ 

トロールでの現場確認により必要時指導

を実施している。 
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7．環境関連法規 

【遵守状況】 
環境関連法・条例一覧 評価

○

○

○

○

○

○

○

○

○

交付義務 ○

回収、照合（発行後B2､D票90日､E票180日以内） ○

保管（5年間） ○

交付状況報告 ○

○

○

管轄市町村長の許可を受けなければならない

２年ごとの更新を受けなければ効力を失う

収集、運搬業の許可 ○

収集、運搬の処理基準の遵守 ○

再委託の禁止 ○

帳簿の記載と保存 ○

変更許可 ○

変更届出 ○

欠格要件に係る変更届出 ○

名義貸しの禁止 ○

特別管理産業廃棄物管理責任者の選任 ○

特別管理産業廃棄物保管の遵守 ○

帳簿記載 ○

許可業者への処理委託 ○

○

○

○

○

建設工事に係る資材の再資
源化等に関する法律
（建設リサイクル法）

廃棄物の処理及び清掃に関
する法律
（廃棄物処理法）

特定特殊自動車排出ガスの
規制に関する法律
（オフロード法）

マニュフェスト

一般廃棄物収集運搬業

産業廃棄物収集運搬業

廃石綿等

H18.4.1以降製作のもの｢基準適合表示｣又は｢少数特例表示｣が必要

H18.4施行前販売証明､点検整備の実施､作業手順の遵守､排出量の削減のための処置実施､定
期検査一年に一回以上

振動規制法 工事開始7日前までに特定建設作業の届出

規制基準の遵守

○

許可業者への委託

委託基準の遵守

不法投棄の禁止

野焼焼却の禁止

○

分別解体等の実施

再資源化等の促進

建設資材廃棄物発生抑制と再資源の使用

石綿含有建築材料廃棄物の分別

保管基準の遵守

遵守項目
騒音規制法 工事開始７日前までに特定建設作業の届出

規制基準の遵守

発注者への書面による計画等説明

工事着手する日の７日前までに必要事項を都道府県知事に届出

発注者へ書面による完了報告
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環境関連法・条例一覧 評価

○

特定粉じん排出等作業実施の事前届出 ◎ ☆ ○

特定粉じん排出等作業実施時の掲示板の設置 ◎ ☆ ○

作業基準の遵守(換気装置、隔離等、養生、薬剤使用、清掃等) ◎ ☆ ○

水質汚濁防止法 ○

特定家庭用機器再商品化法
（家電リサイクル法） ○

○

○

○

労働安全衛生法 ○

事前調査、記録 ◎ ☆ □ ○

作業計画の作成 ◎ ☆ □ ○

作業の事前届出 ◎ ☆ ○

関係者以外立入禁止 ◎ ☆ □ ○

作業者以外立入禁止 ◎ ☆ □ ○

作業場所の隔離 ◎ ☆ ○

石綿作業主任者の選任 ◎ ☆ ○

特別教育の実施 ◎ ☆ □ ○

表示、掲示 ◎ ☆ □ ○

呼吸用保護具の着用 ◎ ☆ □ ○

切断時の湿潤化 ◎ ☆ □ ○

運搬時の飛散防止 ◎ ☆ □ ○

作業の記録 ◎ ☆ □ ○

石綿健康診断 ◎ ☆ □ ○

じん肺法 ○

石綿含有吹付け材の除去作業に係る計画の届出

石綿障害予防規則

石綿製品を裁断、研磨、仕上げ、包装等する場所で常時作業を行う労働者の健康診断

フロン排出・抑制法

業務用エアコン等の機器に３ヶ月ごとの簡易点検を行う。

フロン類をフロン類回収業者に引き渡す時、回収依頼書、フロン類回収業者から引取証明書を受領
する。引渡を機器処分業者等に委託の場合は、委託確認書を受領。それらは3年間保存が必要。

建築物その他の工作物の全部又は一部を解体する建設工事を受注した場合、第一種特定製品の
設置の有無の確認を行い、当該特定解体発注者に対して、当該確認の結果について主務省令で定
める事項を記載した書面を交付しての説明が必要。

遵守項目

大気汚染防止法 粉じん発生施設を設置する時は県知事に届出が必要

排出基準は排出水の汚染状態について環境省令で定めている。県も排出基準がある

特定家庭用機器（冷蔵庫､洗濯機､TV､ｴｱｺﾝ)廃棄物は小売業者等へ引き渡す。必要に応じ運搬費
用やﾘｻｲｸﾙ費用も負担。ﾏﾆﾌｪｽﾄは不要

 
 

石綿製品の解体等に係る法規の区分：◎吹付け材の解体等の作業 ☆保湿材、断熱材、耐火被履材の解体等の作業 □成形板等の解体等の作業 

 

 

【違反、訴訟等の有無】 

環境関連法規への違反はありません。 

エコアクション２１の活動に関する環境関連法規への違反はありません。 

また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの提訴もありません。 
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8．代表者による評価と見直し・指示 

 

１．評価 
 

【環境目標と実績】 
CO2 排出量は、基準年 2019 年度に比べ、1.4％増加した。 

増加の主な原因は、新型コロナ感染防止対策による換気のためエアコン電気使用量が増加した

こと、また、環境部の道路巡視業務の路線拡大に伴うガソリンやガスの使用量が増加したことで

ある。 

 

 

２．見直し・指示 
 

【環境経営方針】 
環境経営方針「2.建設公害をなくし、地域住民との共生を図る」は、主に、2019年4月の事業再編

によって他社に分割吸収された「鉄道部」に係るものであるため、この項目を削除する。 
 

【環境経営目標】 
環境経営目標は、西鉄グループ全体で取り組んでいる「第 15次中期環境負荷低減計画」におけ

る CO2排出削減目標を採用している。 

2030年度の国の目標である「2013年度比 46％削減」は西鉄グループに置き換えると「2019年度

比 19％削減」となるため、2021年度の環境経営目標は「2030年度までにCO2排出量を 2019年度

排出量より 19％削減」としていた。 

2022 年度の環境経営目標は、西鉄グループ全体の方針として、事業拡大している場合やテナン

ト等で設備更新等をオーナーが実施する場合には、2030年度の目標を「現状維持＝削減率0％」と

することになったため、当社においても当該目標に変更した。 

CO2 排出量の約半分が環境部の特殊車両の軽油使用であり、将来的には EV や水素カーなど

にシフトしていくことが予想されるので、技術革新の動きに注視し、将来的には計画的な内部留保

を行う必要がある。 
 

【環境経営計画】 
変更せず継続 

 

【実施体制】 
変更せず継続 
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付表 

産業廃棄物・一般廃棄物許可証台帳 

許可種別 発行場所 許可№ 許可年月日 許可有効期限 

産業廃棄物収集運搬業 福 岡 県 04000150822 令和元年 9 月 24 日 令和 6 年 9 月 23 日 

産業廃棄物収集運搬業 熊 本 県 04305150822 令和元年 9 月 11 日 令和 6 年 9 月 10 日 

産業廃棄物収集運搬業 佐 賀 県 04101150822 令和元年 12 月 28 日 令和 6 年 12 月 27 日 

一般廃棄物収集運搬業 久 留 米 市 1048 令和 4 年 4 月 1 日 令和 6 年 3 月 31 日 

一般廃棄物収集運搬業 熊 本 市 21R-167 令和 3 年 4 月 1 日 令和 5 年 3 月 31 日 

 

 
事 業 範 囲 

福岡県 熊本県 佐賀県

積替え及び保管 含まない 含まない 含まない

石綿含有産業廃棄物 ○ ― ○

水銀使用製品産業廃棄物 ― ― ―

水銀含有ばいじん等 ― ― ―

燃え殻 ○ ○

汚泥 ○ ○ ○

廃油 ○ ○ ○

廃プラスチック類
○
※１

○
※１

○
※１

金属屑
○
※１

○
※１

○
※１

コンクリート屑、ガラス屑及び陶磁器屑
○
※１

○
※１

○
※１

紙屑 ○

木屑 ○

がれき類 ○ ○

動植物性残さ ○

ゴム屑 ○

鉱さい ○

繊維くず ○
 

※１ 自動車等破砕物を除く 
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産業廃棄物収集運搬登録車両 

 

  車種 
福岡県       

産業廃棄物 

熊本県        

産業廃棄物 

佐賀県        

産業廃棄物 

久留米市         

一般廃棄物 

熊本市         

一般廃棄物 

1 バキュームダンパ 10ｔ 〇 〇 〇 
    

2 バキュームダンパ 10ｔ 〇 〇 〇 
    

3 バキュームダンパ 10ｔ 〇 〇 〇     

4 バキュームダンパ 5ｔ 〇 〇 〇 
    

5 バキュームダンパ 4ｔ 〇 〇 〇 
    

6 バキュームダンパ 4ｔ 〇 〇 〇 
    

7 2tダンプ 〇 〇 〇 〇 
  

8 2tダンプ 〇 
        

9 2tダンプ 
        

〇 

10 4tダンプ 〇 〇 
  

〇 
  

11 4tダンプ 〇 
    

〇 
  

12 パッカー車         〇 

13 4tクレーン付ダンプ 〇 〇 〇 
    

14 軽トラック 〇 
        

15 軽バン 〇         

 

 

 

事業計画概要 
 西鉄グループの会社及び各事業場より排出される産業廃棄物を塵芥車・清掃車等（吸引車）・ダンプ車を

使用して収集し、決められた処分場へ飛散・流出することなく運搬する。 

 
 


